
男女共同参画推進コーディネーターによる相談対応と女性活躍支援機能の基盤整備
【長野県飯田市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 １,７５１ 千円

交付金額 ８７５ 千円

事業番号 １

起業相談、伴走支援、専門的知見を持つ者による講座の実施により、
第一歩を踏み出す段階から起業に至る段階までの支援体制の基礎を
構築することができた。

多数の相談対応、伴走支援を実施することで、起業模索者である女
性のニーズを拾い、こうしたニーズを日商簿記３級取得を修了の必須
条件にした講座を開催したことで、起業に必要な基本姿勢、心構えか
ら経営の知識までを習得する段階にまで至らせることができた。

起業だけではなく、事業所で働く女性が、それぞれの個性や考え方に
基づいて、当該事業所で活躍することも女性活躍といえる。起業に対
する相談対応体制は構築しつつあるものの、女性のライフステージに
応じた就業相談、支援ニーズに対し、当市の産業経済部局や関係機
関とも連携を取り、そのニーズに対応する体制構築等が必要である。

ハローワーク、県男女共同参画センターとも連携し、就業や起業に
関する情報について、男女共同参画推進コーディネーターが把握し
、相談者のニーズに合わせて提供した。

男女共同参画推進コーディネーターを配置し、市民交流施設「ムトスぷら
ざ」で日常的に、相談支援、伴走支援に対応した。

女性ならではの視点で、日常生活や地域に密着した起業、地域課題を
解決するための起業等を応援できるよう起業に関する女性起業家養成
講座を開催したこと。

当市における民間企業の雇用者の各役職段階に占める女性の割合（
2021年）は係長相当職28.1％、課長相当職19.4％、部長相当職12％
と全国と比較すると高い数値であるが、国が2025年を期限として設定

する成果目標には及んでいない。この背景には、「家事育児等の制約
に加えて、女性自身が昇進、昇格を望まず、仕事に消極的である」と
いう実態調査の結果がある。更に、地域の人口動態では、10 歳代後
半から 20 歳代前半までの若年層の人口流出が顕著で、特に、当地
域へ戻ってくる者の割合は、男性よりも女性の方が低い状況である。

令和５年３月に策定した第７次飯田市男女共同参画計画において施

策の柱の一つとして掲げた、ワーク・ライフ・バランスの推進や職場での
格差解消と女性活躍の推進に関する取組を本事業で推進する。
【数値目標】 家庭・地域・職場における平等意識の浸透
（「男性が優遇されている」と感じる人の割合の減少）
⇒家庭30.1%⇒22.0% 地域52.8%⇒36.0% 職場51.5%⇒35.0%
（平成28年度末⇒令和８年度末）



事業の概要

いいだ女性起業家養成講座の実施

起業したい気持ちや、アイデアを形にする、働き方の選択を
広げるための講座を５回連続で行いました。
５回の講座では延べ75名が参加しました。

男女共同参画推進事業コーディネーターによる相談対応の実施

男女共同参画推進コーディネーターを配置し、市民交流施設「ムトスぷらざ」で日常的に、相談支援、伴走支援に対応しました。
相談件数延べ85件、伴走支援延べ39件


